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特
集　
「
人
と
地
域
を
生
か
す
共
生
社
会
」〈
下
〉

2 インバウンド観光振興は地域の魅力深掘りで

種
々
の
政
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
、
よ
り
緻
密
な
「
地
域
活
性
化
」
政
策
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

⑵�

日
本
を
取
り
巻
く
国
際
観
光

の
現
況
と
課
題

今
の
日
本
の
観
光
市
場
は
「
飛
躍
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
」
＆
「
足
踏
み
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン

ド
」
と
形
容
で
き
そ
う
で
す
。
中
国
や
韓
国

が
そ
れ
ぞ
れ
７
０
０
万
人
台
に
上
昇
し
、
タ

イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
の
ア
セ
ア
ン
諸
国
も

絶
対
数
は
少
な
い
も
の
の
伸
び
て
い
ま
す
。

ま
た
、
欧
米
豪
地
域
も
伸
び
率
で
は
負
け
て

は
い
ま
せ
ん
（
図
１
）。
政
治
的
問
題
を
は

ら
む
中
国
や
韓
国
の
観
光
客
を
“
頼

り
”
に
で
き
な
い
た
め
に
、
官
民
は

ア
セ
ア
ン
諸
国
や
欧
米
豪
な
ど
の
マ

ー
ケ
ッ
ト
に
“
熱
い
視
線
”
を
向
け

は
じ
め
、
現
在
、
均
衡
あ
る
健
全
な

「
観
光
立
国
ニ
ッ
ポ
ン
」
に
進
路
を

取
っ
て
い
ま
す
。
次
に
、
順
調
に
見

え
る
最
近
の
日
本
の
国
際
観
光
の
課

題
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
ま
す
。

■
日
本
の
国
際
観
光
面
で
の
格
差

ま
ず
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、
政
府

調
査
の
「
都
道
府
県
別
訪
問
率
」
で
、

訪
日
外
国
人
客
が
全
国
的
に
拡
大
し

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
東
京
、
大
阪
、

京
都
な
ど
と
比
較
し
て
、
徳
島
、
福

井
、
高
知
、
島
根
な
ど
の
低
さ
に
は
驚
く
ば

か
り
で
す
。
次
に
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
地

域
格
差
で
す
が
、
大
都
市
圏
と
比
較
し
、
青

森
を
先
頭
に
地
域
の
出
国
率
の
低
さ
が
際
立

っ
て
い
ま
す
。
東
京
が
１
位
で
28
・
５
％
で

あ
る
一
方
、
青
森
、
秋
田
、
岩
手
３
県
は
４

％
未
満
で
す
。
日
本
全
体
の
平
均
は
14
・
４

％
で
す
が
、“
観
光
先
進
国
”
を
名
乗
る
な

ら
ば
、「
出
国
率
格
差
」
も
改
善
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
民
平
均
に
つ
い

て
も
、
出
国
率
30
％
内
外
で
３
０
０
０
～
４

０
０
０
万
人
の
日
本
人
海
外
旅
行
者
が
あ
っ

て
も
当
然
な
状
況
で
あ
り
、
こ
の
レ
ベ
ル
に

向
か
い
努
力
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■�

特
定
の
国
・
地
域
へ
偏
重
す
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客

先
ほ
ど
の
図
１
で
は
、
ア
ジ
ア
84
・
８
％
、

北
ア
メ
リ
カ
５
・
９
％
、
欧
州
主
要
５
カ
国

３
・
５
％
、
そ
の
他
３
・
８
％
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
中
国
と
韓
国
か
ら
の
旅
行
者
数
が

そ
れ
ぞ
れ
約
25
％
と
い
う
高
い
シ
ェ
ア
を
示

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
外
交
的
進
展

⑴
は
じ
め
に
　

政
府
は
、２
０
２
０
年
に
４
０
０
０
万
人
、

30
年
に
６
０
０
０
万
人
の
目
標
を
設
定
し
て

い
ま
す
が
、
現
在
の
観
光
戦
略
で
対
応
は
可

能
な
の
で
し
ょ
う
か
。
03
年
の「
ビ
ジ
ッ
ト
・

ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
開
始
ま
で
は
、

訪
日
客
数
は
長
ら
く
５
０
０
万
人
前
後
と
低

レ
ベ
ル
で
し
た
が
、「
２
０
１
０
年
に
、
訪

日
外
国
人
客
１
０
０
０
万
人
」
と
倍
増
目
標

を
設
定
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
１
０
０
０
万

人
は
極
め
て
高
い
壁
で
し
た
。
そ
の
後
、
東

日
本
大
震
災
や
日
中
・
日
韓
の
政
治
的
問
題

な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
15
年
に
は
１
９
７

４
万
人
に
な
り
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
数
と
ア
ウ
ト

バ
ウ
ン
ド
数
と
の
逆
転
現
象
を
起
こ
し
ま
し

た
。
17
年
に
は
２
８
６
９
万
人
に
伸
び
ま
さ

し
く
破
竹
の
勢
い
で
、
18
年
現
在
も
過
去
の

記
録
を
更
新
中
で
す
。

日
本
は
、
確
か
に
“
進
ん
だ
国
”
と
し
て

の
面
は
多
い
の
で
す
が
、
世
界
の
観
光
先
進

国
と
比
較
す
る
と
、
ま
だ
観
光
改
革
の
余
地

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
、
訪
日
客
数
に

関
し
て
、
東
京
、
大
阪
、
京
都
な
ど
大
都
市

と
地
方
と
の
乖
離
が
極
め
て
大
き
く
「
大
都

市
集
中
型
」
で
あ
る
こ
と
で
す
。
次
に
、
常

に
政
治
的
問
題
に
よ
り
動
態
の
激
し
い
中
国

や
韓
国
の
旅
行
者
が
異
常
な
シ
ェ
ア
変
動
を

示
し
ま
す
。
ま
た
、
中
国
や
ア
セ
ア
ン
諸
国

か
ら
の
急
増
は
、
矢
継
ぎ
早
の
ビ
ザ
緩
和
政

策
の
“
一
時
的
現
象
”
に
も
見
え
ま
す
。
さ

ら
に
、
訪
日
ブ
ー
ム
の
ク
ル
ー
ズ
で
す
が
、

一
度
の
寄
港
で
３
０
０
０
～
５
０
０
０
人
が

“
日
帰
り
パ
タ
ー
ン
”
で
、
九
州
を
中
心
に

訪
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
こ
こ
１
、
２
年
、

Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
（
高
高
度
防
衛
ミ
サ
イ
ル
）
韓

国
配
備
を
原
因
と
す
る
中
韓
の
政
治
的
緊
張

の
余
波
で
、
双
方
の
国
か
ら
訪
日
が
増
加
し

て
い
る
動
き
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
現
在
の
急
伸
は
楽
観
で
き
る
と
は
思
え

ま
せ
ん
。
国
土
交
通
省
・
観
光
庁
を
中
心
と

し
て
、「
観
光
立
国
ニ
ッ
ポ
ン
」
に
向
か
い

大阪観光大学名誉教授
元・桜美林大学教授

鈴木　勝

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
振
興
は

地
域
の
魅
力
深
掘
り
で

⑤米国
137万人
（4.8％）

①中国
736万人
（25.6％）

②韓国
714万人
（24.9％）

③台湾
456万人
（15.9％）

④香港
223万人
（7.8％）

⑤米国
137万人
（4.8％）

⑤タイ
99万人
（3.4％）

図1　訪日外国人旅行者数及び割合（国・地域別）2017

資料）観光白書2018より
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欧
米
人
や
ア
セ
ア
ン
諸
国
の
旅
行
客
を
誘
致

で
き
る
で
し
ょ
う
。
反
対
に
、
中
国
や
韓
国

を
訪
れ
る
人
々
を
、“
つ
い
で
”
に
訪
日
客

と
し
て
引
っ
張
る
戦
略
で
も
あ
り
ま
す
。

提
案
２
「
地
域
と
Ｌ
Ｃ
Ｃ
と
の
連
携
」
世

界
か
ら
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格
安
航
空
会
社
）
が
日
本

各
地
に
飛
来
し
て
い
ま
す
が
、
各
地
域
が
Ｌ

Ｃ
Ｃ
を
よ
り
受
け
入
れ
る
た
め
に
は
「
誘
致

活
動
」、「
受
け
入
れ
体
制
」、「
搭
乗
率
」
が

重
要
で
す
。
Ｌ
Ｃ
Ｃ
誘
致
は
、
訪
日
客
の
マ

ー
ケ
ッ
ト
だ
け
で
は
長
続
き
し
ま
せ
ん
。
外

国
の
観
光
客
と
同
時
に
、“
日
本
人
海
外
旅

行
客
を
増
加
さ
せ
”
双
方
向
の
搭
乗
率
を
高

め
る
こ
と
で
す
。

現
在
の
日
本
各
地
の
空
港
や
自
治
体
は
、

訪
日
客
の
誘
致
や
受
け
入
れ
に
“
血
眼
”
で
、

日
本
人
旅
行
客
の
動
態
を
忘
れ
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
や
空
港
が
対
応
方
法
を
間
違
え

れ
ば
、
航
空
会
社
に
振
り
回
さ
れ
補
助
金
な

ど
の
支
出
だ
け
に
終
わ
り
、
結
果
的
に
Ｌ
Ｃ

Ｃ 

特
有
の
素
早
く
ド
ラ
イ
な
撤
退
で
幕
を

閉
じ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
の
意

味
で
、
知
事
や
市
長
を
対
象
に
し
た
「
Ｌ
Ｃ

Ｃ
習
熟
講
座
」
を
開
講
し
、
行
政
の
理
解
ア

ッ
プ
を
図
る
こ
と
も
意
味
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

提
案
３
「
外
資
系
の
ホ
テ
ル
・
旅
行
会
社

な
ど
と
の
連
携
」
各
地
に
外
資
系
ホ
テ
ル
が

オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。
海
外
の
先
進
的
観

光
国
は
、
政
府
や
地
域
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
に
外
資
系
ホ
テ
ル
の
総
支
配
人
が
同
行

し
、
国
や
地
域
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
ま
す
。
彼

ら
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
組
織
に
入
り
込
み
、
一

緒
に
行
動
で
き
る
態
勢
が
構
築
で
き
れ
ば
、

日
本
各
地
は
大
変
身
す
る
と
考
え
ま
す
。
各

地
域
の
観
光
協
会
・
組
織
な
ど
に
、
ホ
テ
ル

以
外
に
も
外
資
系
旅
行
会
社
、
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
参
画
で
き
る
組
織

編
成
が
重
要
で
す
。

提
案
４
「
官
・
産
＋
学
と
の
連
携
」
多
く

の
大
学
で
観
光
学
部
や
学
科
の
人
気
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
地
方
自
治
体
や
地
域
の
観
光

産
業
は
、
人
材
と
し
て
の
若
者
を
獲
得
す
る

意
味
で
も
「
学
」
と
の
連
携
を
推
進
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
航
空
業
界
は
比
較

的
に
密
に
実
施
し
て
お
り
そ
の
例
が
あ
る
だ

け
に
、
そ
の
他
の
産
業
も
成
功
す
る
可
能
性

が
高
い
。最
近
、活
発
な
動
き
を
見
せ
る
ク
ル

ー
ズ
と
の
連
携
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
各
地

の
ク
ル
ー
ズ
関
係
者
は
活
発
な
動
き
で
す
が
、

学
生
な
ど
の
若
者
と
は
縁
遠
い
存
在
で
す
。

大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
「
ク
ル
ー
ズ
産
業

論
」
や
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
な
ど
が
加

わ
れ
ば
、
若
者
の
ク
ル
ー
ズ
へ
の
関
心
が
高

で
落
ち
込
み
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
外
貨
獲
得

面
で
は
ど
こ
の
国
か
ら
来
て
も
「
数
」
を
満

た
せ
ば
よ
く
、
確
か
に
中
国
や
韓
国
に
偏
重

し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

国
際
交
流
の
側
面
で
は
、
多
数
の
国
か
ら
等

し
く
訪
日
し
て
も
ら
う
こ
と
が
望
ま
し
い
姿

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
他
方
、「
リ
ス
ク
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
観
点
か
ら
、
少
数
の
国

に
偏
ら
な
い
観
光
戦
略
も
重
要
だ
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

■
異
常
な「
観
光
リ
ー
ケ
ー
ジ（
国
外
漏
出
）」

「
観
光
収
入
が
地
元
に
還
元
さ
れ
ず
、
外

部
に
漏
出
す
る
現
象
」
を
“
観
光
リ
ー
ケ
ー

ジ
（Leakage

）”
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
こ

の
マ
イ
ナ
ス
面
が
日
本
各
地
で
見
ら
れ
ま

す
。
中
国
人
ツ
ア
ー
な
ど
で
生
じ
て
い
る
、

違
法
な
「
観
光
ガ
イ
ド
」、「
旅
行
手
配
」、「
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
手
数
料
」、「
白
タ
ク
」
な
ど
が

該
当
し
ま
す
。
違
法
行
為
を
放
置
す
る
と
今

後
、
訪
日
客
が
４
０
０
０
万
人
に
到
達
し
て

も
、
外
貨
獲
得
や
雇
用
が
予
期
し
た
経
済
的

効
果
を
得
ら
れ
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。他
方
、

中
国
や
韓
国
の
ツ
ア
ー
の
多
く
を“
民
族
系
”

旅
行
社
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
取
り
仕
切
る
こ

と
が
大
半
で
、
こ
こ
に
日
系
企
業
が
積
極
的

に
入
り
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
日

系
旅
行
会
社
の
経
営
は
、
日
本
人
の
「
海
外

旅
行
」
と
「
国
内
旅
行
」
が
主
で
、「
外
国

人
旅
行
」の
取
り
扱
い
額
が
極
め
て
少
な
く
、

シ
ェ
ア
は
３
・
９
％
で
す
（
表
１
）。

こ
こ
で
、
日
系
旅
行
会
社
の
関
与
が
少
な

い
デ
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
す
る
と
、
外
貨
獲
得

や
雇
用
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
面
以
外
に
も
、
台

風
、
地
震
、
交
通
事
故
、
病
人
発
生
な
ど
の

緊
急
事
態
に
即
し
て
対
応
が
後
手
に
回
り
、

外
交
問
題
に
も
な
る
よ
う
な
事
故
や
事
件
に

進
展
し
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
で
す
。

実
際
、
本
年
９
月
の
台
風
21
号
で
被
害
を

受
け
た
関
西
国
際
空
港
で
は
、
多
く
の
中
国

人
客
の
ト
ラ
ブ
ル
の
様
子
が
メ
デ
ィ
ア
で
報

道
さ
れ
ま
し
た
。

⑶�

地
域
活
性
化
で
推
進
す
べ
き

こ
と
は
？

■
地
域
や
異
業
種
分
野
の
広
域
連
携
を

提
案
１
「
広
範
で
便
利
なN

E
W

 JA
P

A
N

 

P
A

S
S

の
工
夫
」
ス
イ
ス
に
は
世
界
で
評
判

の
「
ス
イ
ス
ト
ラ
ベ
ル
パ
ス
」
が
あ
り
ま
す

が
、
全
て
の
特
急
列
車
に
乗
れ
、
市
バ
ス
・

市
電
の
交
通
網
や
湖
水
遊
覧
も
楽
し
め
、
国

内
５
０
０
ほ
ど
の
美
術
館
や
博
物
館
に
も
入

館
で
き
、
26
歳
未
満
の
若
者
割
引
も
あ
り
ま

す
。
バ
ス
で
隣
国
の
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、

イ
タ
リ
ア
な
ど
へ
の
国
境
越
え
も
可
能
で
す
。

こ
れ
に
比
較
し
て
、
日
本
の
「
ジ
ャ
パ
ン

レ
ー
ル
・
パ
ス
」
は
確
か
に
低
廉
で
す
が
、

一
部
の
特
急
し
か
使
え
ず
、
Ｊ
Ｒ
以
外
の
鉄

道
、
バ
ス
、
遊
覧
船
な
ど
の
連
携
も
多
く
あ

り
ま
せ
ん
。
将
来
、
東
日
本
や
西
日
本
な
ど

と
区
分
し
実
施
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、

日
本
全
体
の
観
光
関
連
産
業
が
連
携
し
、

「N
EW

 JA
PA

N
 PA

SS

」
を
考
案
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
大
都
市
集
中
化

を
是
正
し
、
地
域
分
散
化
に
繋
が
り
ま
す
。

海
外
到
着
ま
で
含
ん
だ
１
枚
の
パ
ス
で
日
本

か
ら
韓
国
や
中
国
の
都
市
ま
で
行
け
れ
ば
、

表1「 2017年度主要旅行業者の旅行取扱状況年度総
計（速報）」

（2017年4月分～ 2018年3月分）
観光庁（2018年6月6日発表）

区　分 取扱額（千円） 取扱額シェア
（％）

海外旅行 2,065,305,780 36.2 
外国人旅行（＊） 224,083,012 3.9

国内旅行 3,419,084,260 59.9
合計 5,708,473,052 100.0

（＊） 日本の旅行会社によるインバウンド旅行の取扱いを指し
ます。

（注）「取扱額シェア」は、筆者が加筆。
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イ
ド
の
資
質
を
さ
ら
に
高
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
国
際
会
議
な
ど
）

誘
致
が
盛
ん
な
中
、「
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー

（
特
別
会
議
場
）」
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
に
熱
意

が
注
が
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
首
都
圏
以

外
で
も
英
語
や
そ
の
他
言
語
の
通
訳
養
成
が

重
要
と
な
り
ま
す
し
、
容
易
に
手
配
可
能
か

ど
う
か
が
課
題
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
世

界
自
然
遺
産
、
国
立
公
園
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
な
ど
世
界
的
な
関
心
の
高
ま
り
に
応
じ

て
、
イ
ン
タ
プ
リ
タ
︱
（
自
然
解
説
者
）
や

レ
ン
ジ
ャ
ー
な
ど
の
養
成
も
必
要
で
す
。

⑷
結
び
に
替
え
て
　
　
　
　
　

　
ーT

ツ

ー

ウ

ェ

イ

W
O
W
A
Y�T

ツ

ー

リ

ズ

ム

O
U
RISM

の
推
進
を
！

地
域
活
性
化
を
目
指
し
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦

略
を
種
々
考
え
て
き
ま
し
た
が
、
日
本
全
体

や
地
域
が
、
広
域
連
携
を
組
む
に
し
て
も
、

よ
り
高
度
な
観
光
戦
略
を
展
開
さ
せ
る
に
し

て
も
、
日
本
に
お
け
る
外
国
人
誘
致
の
側
面

だ
け
で
は
推
進
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
常
に
、
世
界
の
観
光

動
態
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
特
に
「
各
地
域
の
人
々
」
が
海
外
に

出
て
、
動
向
観
察
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
地

域
に
適
し
た
海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
探
し
、
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。現
在
は
、

中
国
人
や
韓
国
人
が
大
き
な
シ
ェ
ア
を
持
っ

て
い
ま
す
が
、
各
地
が
特
色
あ
る
“
観
光
地

作
り
”
に
励
み
、
そ
れ
ぞ
れ
が
世
界
に
向
か

っ
て
誘
致
活
動
を
す
れ
ば
、
必
然
的
に
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
分
散
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
考
え
ま
す
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
は
、
ま
ず
は
日
本

人
が
海
外
に
盛
ん
に
行
く
こ
と
で
あ
り
、
結

果
的
に
は
、「T

ツ

ー

ウ

ェ

イ

W
O

W
A

Y
 T

ツ

ー

リ

ズ

ム

O
U

RISM
」、

す
な
わ
ち
双
方
向
交
流
に
な
る
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

今
、「T

ツ

ー

ウ

ェ

イ

W
O

W
A

Y
 T

ツ

ー

リ

ズ

ム

O
U

RISM

」
を
語

り
ま
す
と
、日
本
の
将
来
像
の
一
つ
と
し
て
、

地
形
的
に
似
通
っ
た
、
人
口
約
６
５
０
０
万

人
を
擁
す
る
島
国
・
イ
ギ
リ
ス
が
浮
か
び
ま

す
。
イ
ギ
リ
ス
は
少
数
の
国
に
偏
ら
ず
、
世

界
各
国
か
ら
平
均
的
に
年
間
約
３
５
０
０
万

人
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
迎
え
て
い
ま
す
。

他
方
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
は
出
国
率
１
０

１
％
、す
な
わ
ち
、１
年
に
１
人
１
回
、海
外
に

行
く
計
算
で
す
。
当
面
、
こ
れ
ら
の
観
点
か

ら
、世
界
の
国
々
の
中
で
、イ
ギ
リ
ス
を
“
模

範
”
に
進
ん
だ
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

ま
り
、
種
々
の
振
興
策
が
出
て
く
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
よ
り
高
度
な
観
光
戦
略
の
推
進

提
案
１
「
官
民
の
一
体
セ
ー
ル
ス
」
地
方

自
治
体
ト
ッ
プ
が
企
業
と
と
も
に
、
海
外
の

旅
行
会
社
に
セ
ー
ル
ス
に
出
向
い
た
り
、
旅

行
博
出
展
も
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
取

り
組
み
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
現
地
旅
行
会
社
の
ト
ッ
プ
面
談
の

み
な
ら
ず
、
実
際
に
訪
日
ツ
ア
ー
を
企
画
す

る
直
接
担
当
者
に
も
会
い
、
地
域
の
魅
力
を

セ
ー
ル
ス
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

提
案
２
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
基
づ
く
販

売
」
世
界
の
先
進
的
観
光
地
は
、
１
年
以
上

前
か
ら
各
国
に
宿
泊
セ
ー
ル
ス
を
展
開
し
ま

す
。
例
え
ば
、
旅
行
者
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

時
期
を
分
析
し
、
オ
フ
時
期
や
平
日
の
料
金

を
下
げ
た
り
し
宿
泊
者
数
の
平
準
化
を
図

り
、“
需
要
の
逼
迫
”に
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、

周
辺
都
市
の
ホ
テ
ル
と
連
携
し
広
範
囲
に
宿

泊
需
要
の
平
準
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。現
在
、

日
本
各
地
で
は
、
こ
の
宿
泊
に
関
し
て
、
特

に
旅
館
な
ど
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
が
乏

し
く
、
受
け
身
態
勢
の
結
果
、“
宿
泊
難
”

状
態
が
、
全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

提
案
３
「
先
進
的
な
観
光
統
計
を
！
」
観

光
誘
致
に
熱
心
な
地
域
が
多
い
で
す
が
、
観

光
に
真
剣
で
あ
る
か
の
“
判
断
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
”
は
、「
観
光
統
計
」
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
例
え
ば
、
都
道
府
県
庁
や
市
役
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
観
光
統
計
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
毎
年
、観
光
統
計
や
観
光
客
分
析
が
、

訪
問
者
数
だ
け
で
な
く
、
宿
泊
数
、
国
籍
別

客
層
、
旅
行
形
態
、
各
種
消
費
額
な
ど
の
経

済
効
果
ま
で
調
査
し
、
こ
れ
ら
を
迅
速
に
継

続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
た
ら
模
範
的
な
自
治

体
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

■
欠
か
せ
な
い
「
人
材
育
成
」

提
案
１
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
仕
掛
け
人
の
養

成
︵
留
学
生
の
活
用
︶」
全
国
の
大
学
の
観

光
系
学
部
・
学
科
に
は
様
々
な
国
の
留
学
生

が
い
ま
す
。
こ
れ
は
彼
ら
を
「
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
仕
掛
け
人
」
に
養
成
す
る
提
案
で
、
訪
日

客
ツ
ア
ー
企
画
、
海
外
へ
の
情
報
発
信
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
の
分
野
で
活
躍
し

て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
で
す
。
さ
ら
に
日
本

で
観
光
プ
ロ
に
な
っ
た
彼
ら
は
、
数
年
後
、

必
ず
や
本
国
に
帰
り
、
日
本
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

に
従
事
す
る
こ
と
も
強
く
期
待
で
き
ま
す
。

提
案
２
「
地
方
自
治
体
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

担
当
者
」
行
政
側
で
観
光
プ
ロ
を
育
て
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、自
治
体
担
当
者
は
２
、３

年
で
異
動
す
る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

海
外
要
人
や
地
域
の
観
光
業
者
と
の
間
で
築

き
上
げ
た
人
脈
が
、
異
動
に
よ
り
途
絶
え
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、最
近
、外
部
の
観

光
プ
ロ
を
募
集
す
る
自
治
体
も
あ
り
、「
１

年
契
約
」
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
最
低
３
年
ほ

ど
が
必
要
で
す
。「
観
光
」
は
、人
の
繋
が
り

が
モ
ノ
を
い
う
世
界
で
あ
り
、
観
光
プ
ロ
が

中
・
長
期
的
に
観
光
振
興
に
取
り
組
む
こ
と

の
で
き
る
仕
組
み
作
り
が
大
切
な
の
で
す
。

提
案
３
：「
観
光
ガ
イ
ド
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
︵
国

際
会
議
な
ど
︶
通
訳
な
ど
の
養
成
」
リ
ピ
ー

タ
ー
の
増
加
や
探
求
心
の
強
い
個
人
旅
行

（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
が
増
加
中
で
す
が
、
今
後
は
ガ

す
ず
き
・
ま
さ
る

早
稲
田
大
学
卒
。
日
本
交
通
公
社
（
現
Ｊ
Ｔ
Ｂ
）
入
社
。
シ
ド
ニ
ー
や

北
京
勤
務
を
経
験
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ワ
ー
ル
ド
取
締
役
ア
ジ
ア
部
長
な
ど
を
経

て
２
０
０
０
年
退
社
。
同
年
大
阪
観
光
大
学
助
教
授
、
₀₂
年
教
授
、
₀₈

年
名
誉
教
授
。
₀₈
年
〜
₁₅
年
ま
で
桜
美
林
大
学
教
授
。
₀₉
年
か
ら
国
連

世
界
観
光
機
関
・
観
光
専
門
家
委
員
会
委
員
。
専
門
は
国
際
ツ
ー
リ
ズ

ム
振
興
論
。
主
著
に
『
観
光
学
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
シ
リ
ー
ズ
全
５
巻
』（
Ｎ

Ｃ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）。




